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と, イソシアヌル酸 トリアルキルエステルは一般に熱安定性のよい化合物であること, - ロゲン化アルキ
ルのうち臭化物が塩化物またはヨウ化物に比しよい結果を与えることなどの事実をみいだしている｡ 著者
はこの方法により多種のイソシアヌル酸 トリアルキルエステルを合成しているO 臭化 2 - アルコキシエチ
ルおよび塩化2- どこロキシエチルを原料として用いたときはそれぞれイソシアヌル酸 トリス (2- アル




第3童は, 前章の方法における副生体であった1;31 ジ- 置換尿素を主たる目的物として得る反応方法




第 4 章においては, イソシアヌル酸の不飽和エステルの合成とその性質についての研究結果が記載され
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ている｡ 著者はまず第2 章の方法を不飽和の- ロゲ ン化炭化水素に適用することにより, イソシアヌル酸
トリアリル, トリメタリル, および トリプロパルギルを合成し, またイソシアン酸- 1,3- ペンタジエこ













の性質とについて記述している.α, a - ジハロゲノアルカン,a , 伽′- ジクロルジアルキルエ ー テル,
a , W′- ジクロルジアルキルアセタール, 炭酸 aI, aJ′- ジクロルジアルキル, 硫化- 2 - クロルエチルな
どの多種のジ- ロゲン化物とシアン酸カリウムとをジメチルホルムアミドあるいはジメチルスルホキシド
中で 100- 150oC で反応させると, 一挙にゲル状の高分子イソシアヌル酸エステルを得ること, およびこ
の物質の多 くは適当の条件で半透明の板状に成型可能であることを明らかにし, そのゲルの熱安定性と末
端基の量との関係などを多官能基性単位問結合によるゲル化に関する理論を用いて論 じている｡







さらに第8章においては, ビス (クロルメチル) ベンゼンとシアン酸塩との反応について多種の溶媒,
多種のシアン酸塩を用いて研究している｡ N , N - ジアルキルカルボン酸アミド, テ トラメチル尿素のよ
うに塩基性の大きい窒素原子をもつ溶媒を用いたときはゲル化が起こるのにたいして, N - メチルアセ ト





研究した結果を述べたものである｡ 著者はイソシアヌル酸モノアリル, ジアリル, トリアリル, トリメタ





重合によって堅牢美麗なプラスチック製品がえられること, モノマ- あるいはプレポリマ- を用いて耐熱
耐焔性のガラス布積層板がえられることなどを明らかにしている｡





素残基■はアルキル, アルケニル, アルキニル, アラルキル, アルコキシエチル, どこロキシエチル, 共役
オレフィン残基などのきわめて広汎多種にわたっており, 多くの新らしい化合物を得てその性質をしらペ







著者は以上の研究にあたって, 理論的研究手段を活用し, たとえばゲル化反応の研究に関しては, 多官
能基性単位問結合によるゲル化の理論を用いて興味ある実験結果の説明を試み, またイソシァヌル環およ
びイソシアヌル酸エステルの安定性および反応性について得られた知見の一部を, 分子軌道法を用いて理
論的に解釈している｡
これを要するにこの論文は, 従来研究のすくなかったイソシアヌル酸エステルの製造法に関して系統的
かつ詳細な研究を行なって実際的に有利な方法を確立するとともに, 高分子イソシアヌル酸エステルの製
法および性質をも明らかにしたもので, 学術上工業上寄与するところが大きい｡
よって本論文は工学博士の学位論文としての価値を有するものと認める｡
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